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はじめに

• 狭義の電子カルテ：EMR (Electronic Medical Record)

• EHR (Electronic Health Record):
医療施設を超えた診療情報の蓄積と利用
① 個人情報を含む診療情報を患者本人のためにのみ利用① 個人情報を含む診療情報を患者本人のためにのみ利用
② 匿名化したデータを研究、教育、公衆衛生などのために再利用

• PHR (Personal Health Record):
EHR＋個人の社会生活で発生する様々な健康データ

• Wellnessデータを含むPHRを管理
日常生活へのフィードバックを通じて病気を未然に防ぐ

• これら医療情報を病院を超えて管理、運用



D l hi P j t 歴史Dolphin Projectの歴史

1995 MML (Medical Markup Language) 開発スタート

1996 MML 1 0 (SGML)1996 MML 1.0 (SGML) 

1997 連携医療のコンセプト（吉原）

1999 MML 2.0 (XML)( )

2001 Dolphin Project スタート

2002 MML 3.0

地域データセンター（iDolphin Service）

はにわネット (宮崎), ひご・メド (熊本)

2003 HOT プロジ クト (東京都)2003 HOT プロジェクト (東京都)

2006 まいこネット（京都府）

Super Dolphin稼働Super Dolphin稼働

2007 まいこネットサービス開始 (６月京大病院がデータ提供開始)

2008 携帯電話向けサービス開始（10月）



ドルフ ンプロジ クトの基本概念ドルフィンプロジェクトの基本概念

１）患者向け臨床データの開示 (B2C)

２）医療機関同士のデ タ共有

Data Center

臨床データの蓄積２）医療機関同士のデータ共有

（連携医療: B2B)

臨床データの共有 臨床記録の参照

薬局 患者薬局 患者

病院 クリニック



運用の実際

Data Center

① 患者がセンターに口座を作成

① 患者の自発意思で申請

④ ④
④

患者

① 患者がセンタ に口座を作成

② 患者が病院にデータ送付を依頼
③

④ ④
③

病院
クリニック

③ 口座にデータが集約される

④ 患者 デ タ 閲覧

② 窓口で送付を依頼

④ 患者がデータを閲覧

（患者の許可のもと関係病院も閲覧）
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まとめ(1)

• ４ のデ タセンタ (iD l hi )が安定稼働• ４つのデータセンター (iDolphin)が安定稼働

• PC、携帯電話でのアクセスを実現（B2C）

• 医療機関による患者データの共有（B2B）

• 研究ベースの実証実験の時期は過ぎた

• EHR/PHRを実現する技術は実用レベルに

• 今後の焦点は サーバの仮想化によるクラウド化今後の焦点は、サ バの仮想化によるクラウド化



まとめ(2)

PHR/EHR/EMRの利用拡大 → 正確な需要予測は困難

クラウドコンピューティング：

ネットワーク帯域や計算資源，記憶容量をネットワーク上のサービスと捉える

→ ハードウェアなどの物理資源の保持／管理からユーザを解放

→ 需要に応じたスケールのサービスを提供（スケーラビリティ）

→ 管理コストの大幅な低減とユーザーの負担減

ASP／SaaS

→ 管理コストの大幅な低減とユーザーの負担減

クラウドを使った
サービスの提供

薬局

臨床記録開示

薬局

病院 クリニック

患者
臨床データの参照／共有

サーバ不要

テキストを入力してください
テキストを入力してください

サーバ不要

不要

サーバ機器低減




